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＜連絡事項＞

· 12/22通所クリスマス忘年会実施。タイムスケジュールを各自確認しておく事。

· 年末大掃除実施予定。破損物品の処理、不要な物の処理もこの機会に行うこと。

＜外来情報＞

· 村井節子様～定期採血の結果、肝機能、中性脂肪、尿酸、血糖値に注意するよう

· 溝越キク様～訪看より情報提供あり、自宅で缶ビールを飲んでいる様子。ビールについては、「姉から貰った」と話している。最近は体重増加著しく、血圧高値となることもあるため注意するよう促されている。

· 其田淑子様～以前からの身体の振るえについては、本人はあまり気にしていない様子。「先生の前だと振るえない」、「みんなが言うから」と話している。

· 戸賀沢潔様～毎週末、パチンコに出掛けているとの事。お金の貸し借りは禁止であること、守れない場合は入院の可能性もあることを再度伝えている。

· 秋山和子様～先週から左脇腹痛の訴えあったが、今週に入り痛みはなくなったと話している。

· 田名部浩平様～「寝苦しくて眠れない時もある」と話している。禁煙希望聞かれているため、禁煙外来を勧めている。

＜利用者様情報＞

· 平康子様～青明舎より情報提供あり。本日グループホームを訪問し、服薬確認実施。その際、本人から忘薬（9/25分、昼食後薬）の報告があったとの事。次回外来時に、主治医へ報告するよう伝えている。

· 戸賀沢潔様～青明舎より情報提供あり。12/18面談実施、現在の借金額について確認している。（松永勘五郎様5000円、山田健次様6000円、村田昭一様2500円、計13,500円）借金の増加理由については、村田氏のパチンコについていき、パチンコの玉で2500円分借りたとのこと。また、山田健次様の3000円の増加はパチンコに行く際に、コーヒー代・タバコ代として借りたと話している。
· 鈴木茂子様～11月中旬頃より、風邪症状や痔等の体調不良を訴え定期的な通所が出来ていない。本人、保護者も含めた面談等を行い、現在の利用目的や利用状況の振り返りを行い、利用継続についての意志確認を行っていく。

＜プログラム検討＞

12/22クリスマス忘年会の準備状況、当日の役割分担について確認を行っている。

＜勉強会＞

· 体温について

文字通り身体の温度であるが、身体の外側の温度か内側の温度か。

内側の温度といっても、身体の内側のどこを指しているのか。

· 肝臓内の温度は高い

· 激しい運動をしている時の骨格筋の温度は高い

· 脳の温度は高い

→では、どこの温度をもって体温というべきだろうか。

⇒身体の各所で行われている新陳代謝によってつくられた温度の総決算は、血液の温度として表現されるだろう。

以上から、心臓の出口、心臓から出たばかりの大動脈の中を流れる血液の温度をもって、体温の代表としたらという考えが生まれてくるのである。

→実際にはこの部分の温度は測れない。患者の体温の測定は全く不可能なことである。

それに代わる方法として、口内温、腋下温、直腸温がある。しかしこれは体温でないと考える。

これによって、真の体温を推定しようというわけである。

→このように、実際の体温は測定できない。

したがって、体温測定という言葉をわざわざ避けて、検温という言葉をあえて使っている。

→我々が知りたいのは体温のレベルである。実際には体温は、それらの温度よりずっと高い。

検温の原則としては、一番高い腋下温なり、口腔温なり、直腸温なりを測るようにすべきである。

⇒測定の目的は、真の体温に近い温度を測定することにある。

A:腋下検温法

· 測定時間は10分位が適当である。

· 検温器の挿入方法

場所によっては皮膚温にかなりの相違がある。

最も高いところは腋下動脈の走っている部分で、そこは動脈血が皮膚の表面近くを流れている。

その次が上腕の上腕二頭筋から大胸筋にかけての線、そして上腕の後ろの上腕三頭筋から広背筋にかけての線が最低である。

· 腋下の発汗の問題

腋の下は精神的な発汗もあり、また、温熱性発汗もある。非常に汗の出やすい場所である。

汗が出ると検温できないというのは、事実ではない。

· 左右差の問題

左右の腋下には0.1～0.3℃の違いがある。

→常に同じ側に入れるという習慣、原則が大切である。

　例えば半身不随の患者の場合は、どうしても健側、つまり動くほうの側の腋下温の方が麻痺側のそれよりも高い傾向にある。

→検温は健側に挿入しなければならない。

B:口腔検温法

· 口腔検温のほうが腋下検温より、短い時間で検温できる。3分である。

· 検温器の挿入部位

口腔内でも場所によって、温度の高低差があることを知っておく必要がある。

最も良い場所は、舌下と言われている。

C:直腸検温法

· 直腸の検温が最も理想的である。しかし、患者にとっては嫌な事であり、特に、日本人は痔を起こしやすいので弊害もある。

· 最も大切なのは、挿入の長さの問題もある。それが浅いか、深いかによって、得られる温度はかなり違う。普通は肛門から、6cmと言われているが、深さを一定にしておく必要がある。

